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呼吸同調性能精度や酸素節約率の向上、
アラーム機能などが盛り込まれたデモ機。
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౰ࣾは、ত和 25 ೥に೔ຊॳの「和Ԥจࡾஈシフトท式
ҹ࡮電信機」の開発に成ޭしてҎདྷ、加入電信宅内装置（テ
レックス）をは͡め、金༥機関の自動通ாهா機や、アミュー
ズメントࢪ設におけるࢴฎൖૹ装置ͳͲ、୎ӽした૑造性と
先ݟ性を΋ͬて࣌代を੾り開いてきた。新ن事業のபとして
հޢ事業を検౼する中、組み立てトランク型自動ラップ式ト
イレ「ラップポン・トレッカー」の開発と製造を受ୗし、さ
Βにൢചパートφーとͳͬた。

この事業をき͔ͬけに医療現場とのڑ཭͕ۙͮき医療機
器事業への新ࢀن入をܾҙ。਺͋る医療機器の中で౰͕ࣾ
ண目したのは、在宅ࢎૉ࣏療を受けているױ者͕使用する
医療用ࢎૉೱ縮装置で͋ͬた。

在宅でのࢎૉ療法は、ӷ体ࢎૉの΄͔、室内の空気の஠
ૉを取りআき、ࢎૉを高いೱ度で取り出せるਾえ置き型の
者は接ଓされたチューブ（カױ。ૉೱ縮装置を使用するࢎ
ニューラ）を通してඓ͔Βࢎૉを吸入。ࢎૉೱ縮装置͔Β
は設定したྲྀ量のࢎૉ͕ૹり込·れる。౰ࣾは༷ʑͳ自動
化機器で培ͬたノウハウを活͔し、̎೥൒の݄ࡀを͔けて医
療用ࢎૉೱ縮装置「エアリーライフὼ૘」の開発・製品化
に成ޭした。

医療現場でධ価をಘたことやデマンドバルブ開発への期
଴を受け、在宅ࢎૉ࣏療ױ者͕֎出先で使用する「呼吸同
調式デマンドバルブ」の開発事業を立ͪ上げた。
「呼吸同調式」とは、ױ者の呼吸パターンと機器のࢎૉ

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ຊ事業を開࢝するに͋たり、開発仕༷の明確化を目的に
医ױ、ࢣ者、医療機器ൢച者に、طଘ機器のデマンドバル
ブに関する使用ײや໰୊఺ͳͲのฉき取り調査をͬߦた。

その݁Ռ、「呼吸とࢎૉڅڙのタイミング͕合Θͣҧ和ײ
を֮える（同調性能に不ຬ͕͋る）」、「ױ者自਎͕ਖ਼しい使
用方法を਎にͭけること͕できるよ͏、機器や呼吸の状態を
表示できる電子式͕๬·しい」、「֎出࣌にࢎૉの࢒量͕気
にͳͬてし·͏」、「ࢎૉボンベを୤ணするࡍにパッキン͕֎
れやすい」ͳͲطଘ製品には՝୊͕·ͩ࢒されていること͕
Θ͔ͬた。౰ࣾではこれΒの໰୊にॏ఺的に取り組Ήことに
加え、ࢎૉྲྀ量設定ૢ作の簡易化をॏࢹした֎؍デβイン
の検౼を宮৓大ֶ事業構૝ֶ部デβイン৘ใֶՊの೔原޿
一教तにґཔした。

試作機の設計仕༷は、呼吸検஌性能やױ者にڅڙするࢎ
ૉのྲྀ量調整ͳͲ、֤ʑの機能・性能確ೝ͕Մ能ͳ内容に
ܾ定。それΒに使用する部品のબ定をߦい、ص上計ࢉや原
理試作機、デモ機を製作し、その౎度データ採取をͬߦた。

੒Ռ
新規参入となる医療機器分野において、当社でも
デマンドバルブの設計が可能であることがわかっ
た。電子式の特徴である呼吸同調性能の高さと、
これに関連する酸素節約率の向上、アラーム機能
などの実現のほか、製品化に向けた改善点も明確
になった。

Ңܦ
医療機器事業のブランド化
の確立を目指し、在宅酸
素療法患者や医療従事者
からのニーズに応える一体
型デマンドバルブの開発・
製造を行う。

಺༰ࢪ࣮
医師、医療機器販売業者から、ニー
ズや改良して欲しい点などの聞き
取りを実施。その内容に沿って開
発仕様を作成。試作機による検証
を行い、特許・意匠・商標登録を
申請。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

ຊ事業の実ࢪにおいて、電子式の特௃で͋る呼吸同調精
度の高さとこれに関࿈する高いࢎૉ節約率の実現ͳͲ製品
化に向け、ղܾす΂き఺͕明確にͳͬた。ฉき取り調査で
ಘΒれた、֎出࣌のࢎૉ࢒量の৺഑に関して、試作機で設
定したࢎૉు出量の場合、ص上計ࢉでは、طにྲྀ通してい
るطଘ製品同等Ҏ上で͋る、約̑ഒのࢎૉ節約͕ݟ込·れ
る。し͔し、ຊ製品はױ者の݂中ࢎૉ๞和度の確保を༏先
し、通常の活動をࢧえるための医療機器で͋ること͔Β、ࢎ
ૉ節約にয఺をͬߜては、医療機器としての目的͕ୡ成さ
れͳいՄ能性͕൱めͳい。ޙࠓの目ඪとして、݂中ࢎૉ๞
和度の確保を最༏先にしたࢎૉڅڙ量をܾ定するඞཁ͕͋
る。それΒをؚめ、医ֶ的ͳݟ地͔Βの有効性を検ূする
४備に取りֻ͔ͬている。

者͕使用するױૉ療法ࢎは製品の使いやすさ、在宅ޙࠓ
にे෼ͳ性能を持ͬている͔の医ֶ的ͳ確ೝ、デモ機を用
いたཁٻ仕༷、機能、価格ͳͲのଥ౰性を調査し、事業化
に向け໖密ͳ計画を立て実ࢪすることとしている。طに商品
化に成ޭしている医療用ࢎૉೱ縮装置「エアリーライフὼ૘」
との関࿈性を強化するとと΋にシリーズ化を目ࢦしている。

·た、ຊ事業でಘた技術のల開΋ซせて進め、医療機器
事業のҭ成をਤることとしている。

遊技機器、通信機器等これらの周辺機器装置の
開発製造及び保守

にデマンドバル࣌パターン͕合͏ことをҙຯする。֎出څڙ
ブをܞଳ用のࢎૉボンベに装ணすることで、ࢎૉを呼吸に
合Θせてڅڙし、活動をࢧえる。౰ࣾは、市場投入࣌の༏
Ґ性の確保に向け、同調性能の高精度化、高節約化（ܞ
ଳ用ボンベ内のࢎૉの節約）をॏࢹしたデマンドバルブの
開発を࢝めた。

ฉき取り調査によͬて൑明した「ࢎૉボンベを୤ணする
にパッキン͕֎れやすい」とい͏՝୊にͭいては、୤མをࡍ
๷͙パッキンの形状を開発し、ຊิॿ事業の஌ࡒ関࿈අで
特ڐਃ੥をͬߦた。֎؍デβインは౰ࣾのࢎૉೱ縮装置と
の関࿈を持たせたデβインを採用。同࣌に、֎؍デβイン、
医療機器事業のロゴデβインと C* マーク（シンボルマーク）
において΋、ຊิॿ事業の஌ࡒ関࿈අでҙঊొ࿥や商ඪొ
࿥をͬߦた。

同͘͡、調査で൑明した「呼吸とࢎૉڅڙのタイミング͕
合Θͣҧ和ײを֮える」とい͏఺にͭいては、ױ者の呼吸に
よͬてカニューラ内のѹ力ม化͕発生したޙ、機器͕呼吸
൑定するためにඞཁͳ空気ѹに౸ୡする·での஗れ͕原Ҽ
のͻとͭで͋ると൑明。·た、ױ者の呼吸のཚれや、ױ者
の਎体の動きによͬてカニューラ͕༳れるͳͲでカニューラ
内の空気͕動き、ޡ検஌するڪれ͕͋ること΋Θ͔ͬた。

この改善案として、検஌するѹ力஋を低͘設定することで
タイムラグを減Βすことを検౼。し͔し、この設定ではඍ͔
ͳ空気ѹでセンサー͕൓応するため、ޡ検஌͕起こりやす͘
ͳる。൓対に、ѹ力஋を高͘設定するとޡ検஌はճ避でき
る͕、呼吸する力のऑいױ者への対応͕難し͘ ͳる。これΒ
の検ূ݁Ռを基に、ױ者の呼吸と機器͔Βのࢎૉڅڙのタ
イムラグの軽減、呼吸検஌精度の向上を྆立す΂͘、開発
୲౰者໊̏の平常࣌と運動࣌の呼吸データを採取。その݁
Ռ、ޡ検஌を低減するѹ力஋の設定ൣғ͕明確とͳͬた。
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